
企業動向調査にみる景況感（福岡県、熊本県、長崎県）

米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機により、日本においても急速に

景気後退の動きが顕在化しています。このレポートでは、２００８年１０月に実施したＢＳＩアンケート

をもとに、福岡県、熊本県、長崎県の企業景況感の動きを報告します。

【調査の概要】

１．調査の対象
�福岡県、熊本県、長崎県の３県に所在する企業。
�各県の業種別構成比を基に無作為抽出
・福岡県９９８社（回答企業２２４社、回収率２２．４％）
・熊本県５０１社（回答企業１１４社、回収率２２．８％）
・長崎県６４０社（回答企業３０２社、回収率４７．２％）

２．調査時点：２００８年１０月中旬

３．調査方法
�調査対象期間
２００８年７～９月期：実績、１０～１２月期：見込み、２００９年１～３月期：予想
�分析方法
各期について、前年同期と比較して業況が「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と
答えた企業の割合を差し引いた指数（ＢＳＩ［ＢｕｓｉｎｅｓｓＳｕｒｖｅｙＩｎｄｅｘ］）を基に経済
動向を予測。

�その他
福岡県及び熊本県の企業については２００８年４～６月期より調査を開始しており、２００８年
１～３月期以前のデータはありません。
＊特に断りのない限り４～６月期、７～９月期、１０～１２月期は２００８年。１～３月期は２００９
年とします。

【調査結果の概要（産業天気図）】

地域経済調査

２００８年７～９月期（実績） ２００８年１０～１２月期（見込み） ２００９年１～３月期（予想） 天気 業況ＢＳＩ

業況 ＢＳＩ 業況 ＢＳＩ 業況 ＢＳＩ ５０以上～１００

福
岡
県

全 産 業 ▲２０ ▲３４ ▲３７
２５以上～５０未満

製 造 業 ▲１４ ▲２９ ▲２７
０以上～２５未満

非 製 造 業 ▲２５ ▲３８ ▲４５
▲２５以上～０未満

熊
本
県

全 産 業 ▲２１ ▲４１ ▲５０
▲５０以上～▲２５未満

製 造 業 ▲２６ ▲３５ ▲４４
▲１００～▲５０未満

非 製 造 業 ▲１８ ▲４５ ▲５５

長
崎
県

全 産 業 ▲２５ ▲２７ ▲３７

製 造 業 ▲１６ ▲１７ ▲２９

非 製 造 業 ▲２８ ▲３１ ▲４０
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１．福岡県内企業の景況感

７～９月期は小幅悪化、１０～１２月期には大

幅な悪化を見込む

７～９月期で景況感は小幅悪化した後、

１０～１２月期で大幅な悪化を見込むなど、厳

しい結果となっています。続く１～３月期

について、製造業はほぼ横ばい、非製造業

は更に悪化すると予想しており、厳しい状

況が続いていく模様です。

福岡県内企業の景況感を業況ＢＳＩをみると、

全産業ベースで７～９月期▲２０と、４～６月期

と比べ３ポイント低下しました。続く１０～１２月

期は▲３４と、さらに１４ポイント低下するなど、

１０～１２月期には急速に悪化する見込みです。

製造業と非製造業とに分けて動きをみると、

製造業は７～９月期▲１４と、前期比５ポイント

低下しました。業種別にみると、電子部品・電

気機械や鉄鋼・非鉄はプラスに転じたものの、

化学・石油製品が１００ポイント以上悪化したこ

となどにより、全体を押し下げました。

一方、非製造業の７～９月期実績は、４～６

月期と比較して卸売業、サービス業などで改善

しましたが、小売業、ホテル・旅館業などでは

大きく悪化し、非製造業全体は▲２５に低下して

います。

先行きの景況感については、製造業で７～９

月期以降▲１４→▲２９→▲２７、非製造業では同▲

２５→▲３８→▲４５と、１～３月期までマイナス幅

の拡大が続くと予想されます。

このように、県内企業の景況感は、製造業、

非製造業ともに７～９月期まではプラスの業種

もみられましたが、１０～１２月期には全ての業種

でマイナスとなるなど、非常に厳しい状況が続

くようです。

業種別にみた業況ＢＳＩの特徴

＜製造業＞

製造業の主な業種について７～９月期の実績

をみると、４～６月期は５６と高水準にあった化

学・石油製品が▲５０へと急速に悪化しました。

しかし１０～１２月期以降は▲２５→▲１３と、原油価

格急落等によりマイナス幅は徐々に改善する見

込みです。

輸送用機械は４～６月期１１とプラス水準だっ

たのが、７～９月期以降は０→▲８０→▲６０と１０

～１２月期に急速に悪化した後、１～３月期でや

や持ち直すと予想しています。

鉄鋼・非鉄、一般機械、電子部品・電気機械は

福岡県の回答企業の業種別構成

業 種 企業数 構成比（％）

製 造 業 ９７ ４３．３

食 料 品 １７ ７．６

化 学 ・ 石 油 製 品 ８ ３．６

生 コ ン １２ ５．４

鉄 鋼 ・ 非 鉄 １４ ６．３

金 属 製 品 １５ ６．７

一 般 機 械 １３ ５．８

電 子 部 品 ・ 電 気 機 械 １２ ５．４

輸 送 用 機 械 ６ ２．７

非 製 造 業 １２７ ５６．７

建 設 業 ４０ １７．９

卸 売 業 ２１ ９．４

小 売 業 ２２ ９．８

不 動 産 業 １１ ４．９

運 輸 ・ 倉 庫 業 １２ ５．４

ホ テ ル ・ 旅 館 業 １０ ４．５

サ ー ビ ス 業 １１ ４．９

合 計 ２２４ １００．０

図１ 業況ＢＳＩの推移
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７～９月期に改善し、プラス水準となりました。

しかし、１０～１２月期は、鉄鋼・非鉄は７→▲１４、

一般機械は１５→▲８、電子部品・電気機械は１７

→▲１７へと、全てマイナスへ転じています。

食料品と金属製品は、各々４～６月期以降１

～３月期にかけて±０→▲１２→▲３５→▲４１、▲

２３→▲３６→▲４７→▲４７と、指数は悪化で推移し

ています。

＜非製造業＞

非製造業において、４～６月期比改善した業

種は建設業、卸売業、サービス業の３業種です。

卸売業は指数自体も１０とプラスに転換しました

が、それ以降は１０→▲５→▲３５と悪化が見込ま

れています。建設業は▲２３→▲４１→▲５１、サー

ビス業は▲１８→▲６４→▲５５と、ともに１０～１２月

期は悪化を見込んでいます。

特に、悪化の水準が著しいのはホテル・旅館

業で、７～９月期以降▲７０→▲９０→▲８０と、１０

～１２月期は９割が悪化と回答する非常に厳しい

結果となっています。

小売業は▲３６→▲２７→▲２７と、マイナスの水

準ながら、１０～１２月期の業況は前期よりも改善

する見込みです。

２．熊本県内企業の景況感

好調だった業種の落ち込み大きく、１０～１２

月期以降も厳しさ続く

化学・石油製品や輸送用機械、卸売業な

ど、４～６月期までは好調だった業種が７

～９月期に大きく悪化し、１０～１２月期以降、

製造業、非製造業ともに厳しい予想となっ

ています。

熊本県内企業の業況ＢＳＩをみると、全産業

ベースで７～９月期は▲２１と、４～６月期に比

べ１１ポイント低下、続く１０～１２月期は▲４１と、

さらに２０ポイント低下する見込みです。

製造業の動きをみると、７～９月期は▲２６（前

期比－２０）と悪化し、その大きな要因は、化学・

石油製品と輸送用機械の悪化によるものです。

また、１０～１２月期では▲３５（同－９）となる見込

みです。これは、食料品と金属製品の低下によ

るものとなっています。

非製造業の７～９月期は、小売業が大きく好

転したことなどで、全体では製造業ほどの落ち

込みはなく、前期比５ポイント悪化の▲１８にと

どまりました。しかし、続く１０～１２月期の落ち

込みは製造業以上に厳しく、小売業、卸売業、

運輸・倉庫業が大きく悪化し、全体で２７ポイン

地域経済調査

図２ 業種別業況ＢＳＩの状況
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ト悪化の▲４５となりました。

業種別にみた業況ＢＳＩの特徴

＜製造業＞

製造業の主要業種の動きをみると、化学・石

油の７～９月期は原油価格の下落などによる影

響で、指数は±０（前期比－８０）となりました。

１０～１２月期以降も±０を維持すると見込んでい

ます。輸送用機械の７～９月期は売り上げの減

少とともに▲３３（同－７１）まで低下し、１０～１２月

期以降も▲３３で推移することを見込んでいます。

製造業のなかで特に好調だった２つの業種でし

たが、悪化の程度も他の業種よりも大きくなっ

ています。既に指数がマイナス水準だった一般

機械は、７～９月期でも▲６７（同－１７）となり、

１０～１２月期以降は▲６７→▲７５とさらに低下する

と予想しています。金属製品もマイナス水準に

ありましたが、７～９月期は採算性の向上によ

り改善し指数は２０（同＋４５）となりました。１０～

１２月期以降は０→▲２０と、１～３月期は悪化す

ると予想しています。食料品もマイナス水準で

したが、売上高の増加により７～９月期は±０

熊本県の回答企業の業種別構成

業 種 回答企業数 構成比（％）

製 造 業 ４６ ４０．４

食 料 品 ９ ７．９

化 学 ・ 石 油 製 品 ６ ５．３

生 コ ン ７ ６．１

金 属 製 品 ５ ４．４

一 般 機 械 １２ １０．５

電 子 部 品 ・ 電 気 機 械 １ ０．９

輸 送 用 機 械 ６ ５．３

非 製 造 業 ６８ ５９．６

建 設 業 １９ １６．７

卸 売 業 ８ ７．０

小 売 業 １０ ８．８

不 動 産 業 ９ ７．９

運 輸 ・ 倉 庫 業 ９ ７．９

ホ テ ル ・ 旅 館 業 ５ ４．４

サ ー ビ ス 業 ８ ７．０

合 計 １１４ １００．０

図３ 業況ＢＳＩの推移

図４ 業種別業況ＢＳＩの状況
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（同＋１３）となりました。しかし、１０～１２月期以

降は▲４４→▲３３と、大きく落ち込んだ後、やや

改善すると予想しています。

＜非製造業＞

非製造業の主な業種について７～９月期の動

きをみると、建設業は売上や受注の減少により

±０（前期比＋１１）となり、１０～１２月期以降も▲

１６→▲３７と悪化が見込まれています。小売業は

採算の改善により指数は１１（同＋７３）となりまし

た。しかし１０～１２月期以降は一転して▲４４→▲

６７と大幅な悪化に転じることが見込まれていま

す。卸売業は採算の悪化に伴い指数は１３（同－

４２）と悪化しました。１０～１２月期以降はさらに

売上の減少などで、▲３８→▲５０へさらなる悪化

を見込んでいます。不動産業は▲１１→▲２２→▲

３３と、先行き徐々に悪化していくと予想してい

ます。運輸・倉庫業、ホテル・旅館業、サービ

ス業は１０～１２月期以降の指数の水準が▲７５を超

える厳しいものになっています。

３．長崎県内企業の景況感

７～９月期までは改善傾向で推移し、１０～

１２月期以降徐々に悪化の動きが広がる

輸送用機械が好調を維持するなど、製造

業、非製造業ともに７～９月期までは改善、

現状維持で推移したものの、１０～１２月期以

降、徐々に悪化の動きが広がっています。

長崎県内企業の景況感を業況ＢＳＩを基にみ

ると、全産業ベースで７～９月期は前期比１ポ

イント改善し▲２５となりました。１０～１２月期で

は２ポイントの悪化にとどまっています。

製造業と非製造業別にその動きをみると、製

造業の７～９月期は▲１６（前期比＋３）となりま

した。採算性の改善により繊維製品、土石、輸

送用機械などの業況ＢＳＩが改善したことが要

因です。続く１０～１２月期ではほぼ横ばいを見込

んでいます。繊維製品が大きく指数を下げてい

ますが、食料品、土石、電気機械等は改善した

ほか、その他の業種の低下幅が小さかったため

です。

一方、非製造業の７～９月期は▲２８と前期の

４～６月期と同水準となりました。これはマイ

ナス水準ながら、小売業の指数が改善したこと、

卸売業、運輸・倉庫業が堅調に推移したことな

どによるものです。悪化が顕著だったのは漁業

で、売上、採算性の低下が進んだことによるも

のです。続く１０～１２月期の指数は、▲３１（同－

３）を見込んでいます。不動産業の悪化や、運

輸・倉庫業の改善といったはっきりとした動き

もありますが、ほとんどの業種はやや悪化する

ことを見込む緩やかな動きが特徴となっていま

す。

業種別にみた業況ＢＳＩの特徴

＜製造業＞

製造業の主要な業種について７～９月期以降

の動きをみると、これまで好調な輸送用機械は

２７→９→０と、０９年１～３月期にはプラス水準

地域経済調査

長崎県の回答企業の業種別構成

業 種 回答企業数 構成比（％）

製 造 業 ８９ ２９．５

食 料 品 １７ ５．６

繊 維 製 品 ５ １．７

窯 業 ４ １．３

土 石 １５ ５．０

鉄 鋼 ・ 非 鉄 ５ １．７

金 属 製 品 １１ ３．６

一 般 機 械 ８ ２．６

電 気 機 械 ３ １．０

輸 送 用 機 械 １１ ３．６

そ の 他 製 造 業 １０ ３．３

非 製 造 業 ２１３ ７０．５

漁 業 ７ ２．３

建 設 業 ４０ １３．２

卸 売 業 ５１ １６．９

小 売 業 ３８ １２．６

運 輸 ・ 倉 庫 業 ２２ ７．３

不 動 産 業 １０ ３．３

ホ テ ル ・ 旅 館 業 １５ ５．０

サ ー ビ ス 業 ２９ ９．６

そ の 他 非 製 造 業 １ ０．３

合 計 ３０２ １００．０
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から０へと低下が予想されています。一般機械

は▲１３（前期比－２７）となり、以降も▲１３→▲３８

→▲６３と悪化する厳しい予想となっています。

７～９月期でプラス水準にあった鉄鋼・非鉄は

２０→▲２０→▲２０、金属製品は２７→１８→▲２７と、

１～３月期ではマイナスへの転落が予想されて

います。業況 BSIが厳しい繊維製品は▲４０→

▲１００→▲４０と、１０～１２月期はさらなる厳しさ

を見込み、土石は▲４７→▲２７→▲５３と一進一退

を予想しています。食料品は▲２９→▲１２→▲１２

と、マイナス水準ながら改善すると予想してい

ます。

＜非製造業＞

７～９月期の業況ＢＳＩをみると、全ての業

種がマイナスもしくは±０の水準となっていま

す。厳しい水準にあるのは建設業、運輸・倉庫

業、サービス業です。７～９月期以降、運輸・

倉庫業は▲４１→▲２７→▲２７と改善を見込んでい

ますが、建設業は▲４３→▲４５→▲５３、サービス

業は▲３６→▲３６→▲４３と先行き徐々に悪化する

ことを予想しています。４～６月期では１４とプ

ラス水準にあった不動産業は、７～９月期以降

０→▲３３→▲４４とマイナスへと転じると予想し

ています。そのほかの業種についても、卸売業

▲２６→▲２６→▲３３、小売業▲１６→▲２６→▲３７、

ホテル・旅館業▲２７→▲２７→▲５３と、３業種と

もに１～３月期にかけての予想は、徐々に厳し

さを増すものとなっています。 （島浦 誠）

図５ 業況ＢＳＩの推移

図６ 業種別業況ＢＳＩの状況
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